
　

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

100

単位

％
目標値 100

500

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

600

本事業は、市と開催校ＰＴＡの共催事業として実施されており、広報活動や当日の運営はＰＴＡ
が担い、演奏は市民アマチュア楽団が担う、まさに市民とともにつくりあげるコンサートである。
未就学児を伴って参加できる演奏会は数少なく、小さな子どもと一緒に参加できるコンサートと
してアンケートでも大変好評であるため、今後も継続して行う必要がある。

将来目標

100

「実績」
縮小図る

文化芸術振興課長　吉田　謙治

H28目標値

510 372

Ｈ 26 Ｈ 27

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

基本
方針

270

0 0 0

00

1,656

0

1,753

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.01

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

１　市内小中学校のPTAに事業を周知し、開催校を募集
２　開催決定校PTA及び演奏楽団(所沢市民吹奏楽団・所沢フィルハーモニー管弦楽団）との調整
３　子どもたちに親しみのある曲をメインとしたコンサートを開催校の体育館で実施

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

2998-9211

根拠法令

文化支援

吹奏楽祭開催支援事業、管弦楽祭開催支援事業

343,067 人

担
当
部
課

①事務事業名

文化芸術振興課

関連・類似事業
文化芸術振興基本計画

部課コード 050100 ℡

法定受託＋附加

年度 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業の種別

事業コード
親子音楽鑑賞教室開催事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

050113

自治事務 法定受託事務

終了年度平成　　60

■ □ □

年度開始年度 →

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市子ども・子育て支援事業計画

子どもたちにとって最も身近な場所である学校（体育館）を会場にして、優れた音楽に接する機会をつくるために開催し現在に至る。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ 個性あふれる文化の創造市民文化節

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

270

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市内在住の幼児・児童・生徒とその保護者と地域住民　(対象数は所沢市民) 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

子どもたちにとって身近な学校の体育館で気軽に音楽に接することによって、子どもたちの情操をはぐくむとともに、親や友人とのふれあいを深める場とする。さら
に、音楽ホールなどで鑑賞するときのマナーを学ぶ場ともなる。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

342,564

1,656

人） （

0.16人 1,386

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

1,753

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

270

（ 0.00

27 年度平成

1,483

（千円） 年度 （千円）

270

270 270

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.17人

 
 
⑥
成
果

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

利用者数 コンサートの鑑賞者数

％ 達成率 100 100

　 項目名 項目説明

成果指標 音楽文化振興への貢献度

継続

市内小中学校のPTAに事業を周知し,今年度も開催校が決定した。開催決定校PTA及
び演奏楽団との調整を図り、開催へ向けて準備を進めている。

100

実 績 100 100

ＰＴＡ：鑑賞者アンケート（項目：音楽文
化振興への貢献度「高い」等の回答率

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

終了

次年度予算

評価日 H28.8.16 評価者職氏名

縮小

現状
維持

理由

学校関係者のみならず乳幼児を子育て中の保護者や地域住民が、身近な学
校の体育館で生の演奏を聴き、音楽を通じて交流を深めることは、地域コミュ
ニティづくりにとっても重要であるため、趣向を凝らしながら今後も継続して実
施していく。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
楽器運搬費・印刷費など、事業開催に必要な予算であり、今後も現状維持し
ていく。

拡大

無

無
資料の作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

地域の回覧も利用して広報するなど、開催校ＰＴＡが積極的に活動したことにより、例
年より鑑賞者数が増えた開催校があった。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

－

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


